
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇市一斉授業研究会 
〇12月懇親会 

〇新算研湯河原セミナー 

 多くの先生のご参加いただき、12 月懇親会を
行うことができました。 
 当日行われた一斉授業研の授業者やこれまで
の提案者の先生方にもご登壇いただき、授業に
対する熱い思いを聞くことができました。 
 アトラクションにもご協力いただき、楽しい
時間を過ごすことができました。 

12月 26,27 日に湯河原にあるニューウェルシティ 

ー湯河原にて、新算研のセミナーが行われま 

した。 

一日目には本研究会の前会長齊藤一弥 

先生がミニ講演をされ、二日目の 

分科会では川井小の諸角先生 

が実践提案をされました。 

 学びの多い 2 日間。 

次回は皆さんも参   

加してみません  

か。 

12月 

6 日(水)に 

全市一斉授業研 

究会が行われました。 

算数科は 4 方面 8 会場で 

行われました。 

算数の授業への関心は高く、 

市研会員はもちろん、会員で 

ない方も多く参加していました。 

8 名の授業者の先生方、運営に関わ 

った皆さん、ありがとうございました。 

詳細は次ページ以降にのせています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

○十進位取り記数法の原理につい

て基礎的な理解を測る。 

２位数については、10のまとまり 

の個数と端数という数え方を元に 

して表現されていることを理解し、 

数の構成についての感覚を豊かに 

する。 

〇１色の●で表し、２位数や簡単な 

３位数について位取り板で表せる 

ように、色や形を捨象して位置で数 

を判断できるようにする。 

●の１個が位置によって１０にも１００にもなったりする。ここ

を子ども達に考えさせたい。０～９までの数を使えばいくらでも数

を表すことができる。この１時間だけではなく今後、積み重ねてい

くことが必要。適用問題のブロック七個で考える場面では、７０っ

てどう表わしたらよいか扱って欲しかった。本時では、授業者の意

図する考えがあまりでなかったが、みんなで話し合うスタイルに変

えてみんなで感覚をつけていくところがとてもよかった。 

記数法とは、数の表し方、明数法とは数の言い表し方。今日は、

色記数法、位置記数法が子どもから出てきていた。位置記数法は、

大事だが量の裏付けがあってこそ。教科書会社には、量がのってい

る。位取り板を扱うときには、教科書の表記でも考えていきたい。

教材研究を行う際は、教科書の意図をくんで意図的に授業を作るこ

とが大事。 

○今回の授業では２つの置き方を提示するだけだったので、もっといろいろな置き方を提示 

し、子どもと検討してもよかった。 

○４２という数の設定には、どういう意図があったのか。 

〇色から位置記数法にするにはどんな手立てがあるとよいのか。 
○位置で数を判断できるようになったた

め、発展的に３位数まで考える子どもの

姿が見られた。 

○ブロック１個で１０を表すという１つ 

の見方だけでよいのか。色にこだわった 

子に対してもう少し丁寧な指導ができ 

たのではないか。 

○「左に置けば１０になり、右に置けば 

１となる。」とつぶやく子の意見を拾っ 

てあげるとさらに良かった。 

子どもの姿は

どうだったの

か。 

論点１ 
従来の授業との流れを比較してどうか。 論点２ 

 講師の指導 

 提案の内容 

低学年部会の様子「大きい数」堀野洋七郎先生（日吉南小学校）
講師：岡田克己先生（新田小校長）田子康之先生（中川小学校長） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

○数のまとまりに着目し、大きな数

の比べ方や数え方を考え、日常生

活に生かす力。 

 

＜学びの文脈＞ 

○１つのブロックを１０や１００と

単位を変えて、□や〇に数を入れ

ることで、発展的に式を作る。 

〇繰り下がりのあるひき算を、たし

算と同様に１０や１００をもとに

計算し、答えを導き出す。 

〇数の相対的な見方で答えを考える

ことで、計算の仕方を統合的に考

える。 

○導入のように、たし算とひき算の計算方法の統合を図りなが

ら、数の相対的な捉え方を深めていくことはよかった。数直線

も、数の相対的な捉え方をする上で、有効な手段となる。 

○本時における統合的な考え方は、ひき算はたし算と同じよう

に、１０や１００をもとにして計算できること。発展的な考え

方は、「３０－４」「３００－４０」「３０００－４００」と式

が変わっても、課題解決できること。授業の中で、どの部分が

統合的で、発展的なのかを整理する必要がある。 

〇数の相対的な見方は、本来は人それぞれである。おはじきが３

つと４つあって、「３＋４」「３０＋４０」「３００＋４００」

と見ることができる。多様な見方を認めつつ、共通の土台で物

事を観察していく必要がある。 

○たし算や、□と〇をいくつと見ればよいかといったおさえが足りていなかった。たし算から

ひき算に移るときも、もっと関連付けていくと、数を相対的に捉えることにつながる。 

 

○「３００－４０」の式を説明しているとき、「何で０を隠しているの？」と、問い返したり、

位取り板を用いたりすることで、数を相対的に見ることができる。 

 

○ 

○発展的に式を作り、「大きな数」を捉える

ことはできていた。 

○もとにする量によって、答えが変わると

いう考え方は、児童にとって難しかっ

た。板書において、視覚的に捉えやすく

したり、問い返して考えを深めたりする

必要がある。 

○「３００－４０＝２６０」と「３０－４

＝２６」の考え方や、たし算とひき算の

考え方を行き来することで、発展的で統

合的な見方・考え方につながる。 

□や〇に数を

入れて、発展

的に式を作る

ことはできて

いたか。 

論点１ 

単位を変えて式を作ることで、数を相対的に捉えることができ

ていたか。 論点２ 
 講師の指導 

 提案の内容 

 

 

授 

 

担当：三木雄太（上末吉小） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

○自立的・協働的に問題解決する力 

○図形の構成要素に着目して図形の 

性質を考察し、それを活用する力 

○図形の見方を広げていく力 

＜学びの文脈＞ 

○自分で三角形をかき、面積を確かめ

ることで自立的に問題を解決する。 

○考えの共有の中で、底辺と高さとい

う新しい構成要素の存在に協働的

に気付く。 

○三角形は、形が変わっても、『底辺と

高さが決まると面積が決まる図形』

と、図形の見方を広げていく。 

○新しいまとめを意識し、自立的に三角形を描かせるところから 

入ったのがよかった。 

○協働的に学ぶには、対話を通して『つなぐ』ことが大切。知識と 

して知っていることを、実感させたい。平行四辺形と三角形をつ 

なぐ、本時の学習を合同の学習とつなぐ、平行と三角形の高さを 

つなぐ。様々なやりとりの中からつないだことを通して、見えな 

いもの（本時では三角形の高さ）を見える形にするようつないで 

いくことが重要。また、子どもの考えをつないでいくことが学び 

の深まりとなる。 

○まとめが変わると言われている。三角形の面積が、底辺と高さで

決まることが分かっただけでなく、何に着目したか、教の学びを

どう使っていきたいかなどにも言及したい。一歩進んで、学びに

向かう力や人間性にも触れられるまとめを模索していきたい。 

○問いを明確にし、共有したかった。また、見方の成長が子どもたちの言葉としてまとめに

あられるには、問いそのものが、まとめに結びつくものになっていたかを再考したい。 

○平行四辺形を見出し２で割れば三角形の面積が求められることを理解している児童が多

かったが、表現に苦慮しているようだった。どこが平行四辺形なのか、なぜ２で割るのか等

の意味を、実感を伴う形で繰り返し問い、思考と具体を結び付けたかった。 
 

 

 

○高さについて、これまでの学習でどうおさ

え、理解してきたかが重要。三角形の形が変

わっていく中で、子どもたちにもっと具体的

に高さをとらえさせたい。 

○導入を短く。もっと多くの三角形を扱い、

協働的にまとめの言葉を引き出したかった。 

○本時で何ができればよかったのか、具体の

姿で子どもたちと共有できるとよかった。そ

れが、自立的な学びにもつながる。 

設定したまとめ

にいたる授業展

開になっていた

のか。 

論点１ 
本日の授業のどの場面を改善したり、どの子どもの考えを取

り上げたりすればよかったのか 論点２ 
 講師の指導 

 提案の内容 

５学年部会の様子「四角形と三角形の面積」黒木 正人先生（青葉台小）
講師：徳江 武司先生（もえぎの小校長） 田村 清司先生（東市が尾小校長） 

授 

協議会の板書写真 

設定したまとめ 

三角形は、形が変わっても、底辺が決まっ

て高さが決まると面積が決まる図形とい

う見方ができる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

○割合の見方を活用し、資料を多面

的に分析し、結果や考察方法を批

判的に振り返ることができる力 

 

＜学びの文脈＞ 

○２つの遊園地で来校者を対象とし

たアンケート結果から、「どちらの

遊園地がまたお客さんが来てくれ

ると思うか」と問い、差では判断で

きずに合計数をもとにした割合で

比べ、分析することができる。 

○他にもアンケート結果があること

を確認し、様々な考察から多面的

に分析することができる。 

 

○自分の判断の根拠を戦わせる場面があってもよい。自分の言葉

で分析結果を説明することができるとよい。 

○データを複数で見る。１つではなく、他の見方がある。 

○割合の見方・考え方を活用して考察する力を伸ばす授業だっ

た。方法・結果を多面的・批判的に捉えていく。ねらいに沿っ

た授業だった。 

○資質・能力 に照らしたまとめ 

①よさに気付く ②他の単元に生かそうとする ③日常に生か

そうとする   他の考え方も認めていく子どもにする。 

○必ずしも答えは１つではないことがある。授業を変えていく必

要がある。 

○資料の選び方によって、結論が変わってくることがあることを

実感を通して学ぶ。情報過多の時代で選び抜く力を。 

 

○早い段階で１、２％の差は大きな差といえないことを（引き分けなど）確認すると、ＡとＢ

でもっと揺さぶられることになったのでは。見方を絞れることができたのでは。 

○教師が「どっち？」と聞くことで、ＡかＢかで答えなければならない状況をつくってしまっ

ていた。 

○Ａ、Ｂどちらかの立場かもっとこだわらせると、多面的に見たり、根拠をもって話したりす

ることができたのでは 

○目的意識をもたせたいが、情報量を増や

すと時間も必要になり、難しくなる。 

○授業の中で「なんで？」が生まれると、

より考察できるのではないか。 

○グループ活動によって安心して学習に

取り組めていた。 

○「行きたい」・「行きたくない」、２つで判

断できるのは分かりやすくよい。 

○より生活に結びつけられる材にすると

よかった。 （委員会の…など） 

子どもにとって苦

手意識が多く感じ

られる単元（割

合）において、主

体的に取り組むこ

とができたか。 

論点１ 
割合を使って、多面的・批判的に物事をみていたか。 論点２ 

 講師の指導 

 提案の内容 

５学年部会の様子「百分率とグラフ」高島 洋先生（根岸小）
講師：志田一彦校長先生（山王台小校長）伊藤淳二校長先生（中和田南小校長） 

授 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「場合を尽くす」ために「何勝何敗」にもっと目を向けて話し合うべきだった。 

  書き出しした後、図での１敗や１勝の規則性に気付いたのではないか 

○前時も本時も「落ちや重なりがない」だった。 

 問いを引き出すには、前時とのつながりを 

○考えられる問い「前時でやったことが本時でつかえるのか？」子どもの切実感ある問いを! 

 

 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

○起こり得る場合を順序良く整理するための図

や表などの用い方を知ること。 

○事象の特徴に着目し、順序良く整理する観点を

決めて、落ちや重なりがなく調べる方法を考察す

ること。 

○数学的に表現・処理したものを振り返り、多面

的に捉えより良いものを求め粘り強く考える態

度生活や学習に活用する態度をやしなう。 

＜学びの文脈＞ 

○起こり得る場合を列挙し調べるときには、記号

で表したり、樹形図を描いたりするなど体験活動

を通して「分類整理」する必要がある。落ちや重

なりがないように「場合をつくした」といえるか

見方を決め効率よく考えるようにする。 

○樹形図の有用性である簡潔・明瞭さを感じられている授業であっ

た。子どもの中の法則「裏の組み合わせ」「鏡」などもっと深めてい

きたかった。子どもたちが見つけた「はじめのきまり」と「あとの

きまり」はちがい、体験で深まっていた。「きまり」とは何なのか？ 

共有すべきだった。子どもたちから出た「順序」「固定」という考え

方は大切だった。「落ちがないように気をつけてやる。」（行程）と「落

ちがなかったのか」（結果）は違っていた。（栗原先生） 

○本単元と生活のつながり、整理整頓の順番・ジャンケンの出方の

順番という無意識の自覚化をねらった授業だった。自分の考えを見

直すこと「まちがいが見つかる」→”観点”が見つかる。子どもに

「どんなきまりが見つかったか？」聞き返す必要性がある。「問い」

は、「事象との出会い」から生まれる。子どもの考えにつっこんだり、

言葉を具現化を行ったりする。「問い返しの重要性が感じられる授

業であった。（南部先生） 

○１回→２回→３回までを確認すること

で４回目の思考につながらせたかった 

 ３回目ですでに「落ち」があった。 

○「やってみる」→きまりに気が付く 

 ４回戦では、数が多く難しい 

→３回戦で観点を整理し、４回戦で実際

に確かめてみては 

○３回目で落ちに気が付くべきだった。 

 樹形図のしくみを確認したうえで３回

戦を行ってもよかった。 

○「樹形図に落ちがない」→「なぜか？」 

大人でも説明づらい。 

落ちや重なりが

ない根拠とし

て、観点を決め

て調べる姿が見

られたか。 

論点１ 

意図したまとめ（ゴール）が見られたのか。また、問い（入

口）は、子どもから引き出せたか。 論点２  講師の指導 

 提案の内容 

６学年部会の様子「並べ方と組み合わせ方」黒澤震哉先生（鳥が丘小）
講師：栗原繁昌先生（柏尾小校長）南部礼子先生（東戸塚小校長） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


